
〇：保護者アンケート　　　　　　　　●：児童アンケート

1　学校についての内容

（１）学習指導

○　学校は授業を工夫し、わかりやすく指導している。

●　先生はじゅぎょうをわかりやすく教えてくれる。

●　学校のきまりをまもって生活している。

・わかりやすい指導の項目では、児童の97.1％が肯定
的な回答でしたが、8.7％の保護者の方が「わからな
い」との回答（昨年比＋４ポイント）でした。土曜公開日
が区の方針で年間４回になったことも影響しているかと
思います。今後もわかりやすい授業の実施をしていき
ます。授業のことや指導についてご不明な点は、学校
までお問合せください。
・ICT機器を活用した授業の工夫については「デジタル
の機会が増えた分、先生の目線が画面方面に取られ

てしまったり手書きの機会が減っていたりしたら、それ

は残念だなと思います。」とのご意見をいただきまし

た。一人一台のタブレット端末の活用を推進しながら、

ご意見をいただいた通り、従来通りの授業展開も継続

していきます。

回答率：９４．７％（保護者アンケート）

　令和６年度（令和６年１２月実施）も保護者の皆様にアンケートをお願いしましたところ、お忙しい中、多くのご家庭
からご回答いただき、ありがとうございました。（回答率９４．７％）
　ご回答の中では多くの好意的、肯定的な評価をいただきました。また、評価が低かったものにつきましても原因を
考え、次年度の課題としていきたいと思います。なお、児童にも類似したアンケートを実施し、質問内容が重なるとこ
ろを比較しました。
　今後とも、本校の教育活動にご理解ご協力を賜りますよう、お願いいたします。

令和６年度　教育活動にかかわるアンケートの結果について

　　　　とてもそう思う　　　　　だいたいそう思う　　　　　あまりそう思わない　　　　　そう思わない　　　　　わからない

○　学校は道徳教育を通じて、いじめの指導や心
の教育に努めている。

○　学校はタブレット等のICT機器を活用して、授
業を工夫している。
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（２）教職員の対応

（３）ホームページ、地域との協力、施設設備等

２　児童についての内容

（１）学習指導

〇　子どもは、学習内容をよく理解している。
●　授業で学習したことがよくわかっている。

〇　子どもは、すすんで読書をしている。
●　すすんで読書をしている。

〇　学校は、施設設備等の教育環境が整備され
ている。

〇　学校は、子どもについての悩みや相談に気持
ちよく応じている。

・子どもの悩みついては、教員、スクールカウンセ
ラー、心のふれあい相談員、また、場合によっては、ス
クールソーシャルワーカー、教育相談センター、子ども
家庭支援センター、主任児童委員等、外部機関との連
携を図りながら継続して対応しています。
・お便りやホームページ等については、肯定的な回答
をした保護者の割合が97.2％でした。今後もホーム
ページやお便りを通じて、子供たちの様子をお伝えし
ていきます。
・保護者や地域の方々との活動については、来年度よ
り、ＰＴＡから「児童応援ボランティアあさひっこ友の会」
に組織変更することとなりました。保護者の皆様のボラ
ンティア活動への参加を心よりお願い申し上げます。

〇　学校は、電話や訪問した際の教職員の対応
が適切である。

〇　学校は、お便りやホームページ等で教育活動
の様子をわかりやすく伝えている。

〇　学校は、保護者や地域の方々と協力して教育
活動を行っている。
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（２）あいさつ、運動等

（３）家庭での会話

〇　家庭では、タブレットやスマートフォン、イン
ターネット等の使い方について話し合っている。

〇　子どもは、すすんで外遊びや運動をしている。
●　すすんで外あそびや運動をしている。

●　家でタブレットやスマートフォン、インターネット
の使い方について、話し合っている。

●　あいさつをしっかり行っている。

・家庭での会話については、約8割の保護者、児童ともに肯定的な回答でした。昨年度と比較しても変わりない傾向で
す。高学年になるにつれ学校のことを話さなくなることは、成長段階から見ても仕方のないことと言えます。しかしなが
ら、いじめや生命に関わること等についてのＳＯＳは、必ず大人に伝えるように指導をしています。お子さんのことで
何かありましたら、学校にお知らせください。迅速に対応いたします。
・ＳＮＳルールについては、保護者と児童の肯定的な回答の差が31ポイントもあり、児童においては54％と低い状況
です。児童の意識を高く保つためには、ご家庭での話し合いが欠かせません。ＳＮＳルールについては、日常的に繰
り返しお子様との確認をお願いいたします。学校でも引き続き、折に触れて指導してまいります。

〇　子どもは、家庭学習を通じて、基礎基本を身
につけている。

・学習理解、家庭学習（宿題）、すすんで発表については、昨年度と比較しどの項目も横ばいでした。
・主体的な読書については、肯定的な回答をした保護者の割合が昨年度比－5ポイントでした。社会全体で紙媒体か
らデジタル化への流れが加速し、家庭で本を手に取る習慣が減少していることも考えられます。学校では年2回の読
書旬間、図書ボランティアさんによる読み聞かせ、ブックトークや本の探検ラリーなど、引き続き、意欲的に読書に取
り組めるような活動を推進していきます。

・あいさつについては、肯定的な回答をした保護者と児童の差が８ポイントでした（昨年度比－3ポイント）。今後は、学
校だけでなく、家庭や地域においても主体的にあいさつができるように継続的に指導していきます。
・外遊びや運動については、約８割の保護者と児童が肯定的な回答をしていますが、保護者の回答は昨年度比－4
ポイントでした。放課後の外遊びの減少傾向が見られます。体育の授業を通して運動の楽しさを味わわせるととも
に、体力向上につながる体育的行事をさらに工夫していきます。

〇　子どもは、学校での出来事について、よく話を
している。
●　家の人に、学校のことをよく話している。

〇　子どもは、あいさつや言葉づかい等の基本的
生活習慣が身に付いている。

●　宿題をしっかりと行っている。 ●　すすんで発表をしている。
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（４）学校生活

〇　子どもは、楽しく学校生活を過ごしている。
●　学校生活は楽しいと思う。

３　学校評議員より　　※学校評議員会 2月5日（水）実施

・学校生活の楽しさについての質問では、９割以

上の保護者と児童が肯定的な回答をしました。今

後も学習、生活、行事等の教育活動全体を通して

教育目標の実現を図り、児童が健やかに伸び伸

びと成長していけるように、そして、どの児童に

とっても安心して楽しく過ごせるように、教育活動

に尽力してまいります。

・ＳＮＳルールについての児童と保護者の意識の差が気になった。家庭でのルール作りができる
ように、これからも働きかけてほしい。中学生になるとＳＮＳのトラブルが多くなり、中には裁判や
賠償金にまで及んだケースもあったと聞く。小学生のうちに、最低限のＳＮＳルールを身に付けて
ほしいと強く願っている。

・予告なしの避難訓練は重要なことだと思う。避難訓練の様子をお聞きして安心した。いつ災害が
起きても対応できる力を継続して育ててほしい。

・ＰＴＡが「児童応援ボランティアあさひっこ友の会」に変更すると聞いた。近隣の小学校では、ボラ
ンティアが集まらなくて行事が開催できないこともあったと聞いている。子供たちのためにも、地域
にできることがあれば声をかけてほしい。いつでも協力したい。

・学校のホームページや学校だより等の発信力を評価する声が多いことはうなずける。毎日の更
新のみならず、内容が盛り沢山なうえ情報量も多い。きっと家庭でお子さんとの会話のきっかけに
なっているのではないか。大変な作業かもしれないが続けてほしい。

・学校の外で会っても元気にあいさつする子もいる。学校でも引き続き、あいさつの指導をお願い
したい。

・給食を久しぶりに頂いた。とてもおいしかった。栄養士さんがバランスよく栄養価も高い献立を考
えていることがよく分かった。給食試食会も復活したと聞いた。人数制限はあると思うが、保護者
の皆さんにもぜひ食べてほしいと思った。

・保護者同士がつながる機会が減っているので、茶話会や講習会など、何かできることを検討して
いきたい。

・ひろば利用は低学年のお子さんが多いが落ち着いて過ごしている。ただし、言葉遣いが荒いお
子さんがいるので、その都度指導している。

・アンケートの自由意見は無記名だと学校側の思いや考えを返すことができない。記名式にした
ほうがよいのではないか。自由な意見が言えなくなるという人もいるかもしれないが、一部には噂
話や中傷に近いような意見もあった。責任をもって意見を伝えないと、学校も対応の仕様がないよ
うに感じた。

・多様性と個性の尊重はもちろん大事だが、集団生活の中でルールを守って生活することも重要
である。心理的安全性を確保しながらどこまで許容するのか、保護者も含めてバランス感覚が大
事なんだろうと思う。

　学校だより2月号でもお知らせしましたが、保護者の皆様からいただきました主なご意見・ご感想について
の回答も含め、学校説明会におきまして、校長が詳細に直接お話いたします。皆様のご参加をお待ちして
おります。（当日は、この資料を持って参加するようにお願いします。）

学校説明会日時：3月3日（月）15：30～　体育館
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